
「認知症は患者と周囲の人との関係性を知らず知らずのうちに破壊 

する病気であり、この関係性を修復することに治療の眼目がある。 

壊れた関係性を修復するためには（あるいは現時点では良好な関係 

性を今後も壊さないように保つためには）患者および家族への病態 

説明と指導、心理的援助が最も重要である。つまり、認知症の場合、 

説明と指導は最も重要な治療行為なのである」 

松田 実『治療』増刊号 2008 より 

京都認知症総合センター機能強化事業  
認知症ケアスーパー人材養成研修 

 
 
 
 
 
 
 

【日時・場所】                         
平成 29 年 10 月 28 日（土）14︓00 〜16︓00 

宇治市産業会館 3 階大会議室 
 

【対 象】 
宇治市在住、在勤、在学の医療・介護・福祉関係専門職、⾏政職等 
 

【内 容】  

講 演︓「関係性の障害という視点から認知症を理解する」 
講 師︓ 松田 実 医師 清⼭会いずみの杜診療所（宮城県仙台市）医療福祉グループ顧問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催︓宇治市  運営︓宇治久世医師会内 京都認知症総合センター機能強化事業プロジェクト 
（問い合わせ）０７７４－３９－７１６３ 担当︓北野・川原 

（専門職向け第１回・参加費無料・要申し込み・先着120名） 

これまで、認知症の方とそのご家族への支援は、医療サービス･介護サービスなどが個別に 

提供されてきました。今年度からは京都府で『認知症総合センター』が初めて設けられ、認知症 

の初期から看取りまでを包括して行うことになります。 

今回の研修は、京都認知症総合センターの提供する認知症ケアが質の高いものになるよう、 

認知症の方やそのご家族に応えられる人材を育成すること、認知症の初期～看取り期、発症前 

および軽度～重度にいたるまでのケア体制が構築できることを目的に開催いたします。 

皆様お誘い合わせの上、ぜひご参加いただきますよう、ご案内申し上げます。 

日本認知症学会専門医指導医、日本認知症学会評議員としてもご活躍されている松田 実先生に 

地域の全ての多職種に向けてご講演いただきます。 



京都認知症総合センター機能強化事業 

認知症ケアスーパー人材養成研修 

専門職向け第１回 

 

 

【参加申込書】 
氏 名  

住所 宇治市 ・ 城陽市 ・ 久御山町 ・ その他（       ） 

所属機関名  

所属機関住所 宇治市 ・ 城陽市 ・ 久御山町 ・ その他（       ） 

所属機関電話番号  

職 種 

医師  ・  看護師  ・  介護職  ・  福祉職 

行政職  ・  その他  （               ） 

○ 印をお付けください。 

 

今回の研修の定員は、120 名です（先着順）。 

上記申込書に必要事項をお書きいただき、10 月 23 日（月） までに、 

宇治久世医師会内 京都認知症総合センター機能強化事業プロジェクトまで 

FAX にてお申し込みください。 

   

宇治久世医師会内 京都認知症総合センター機能強化事業プロジェクト 

FAX︓0774 – 39 - 7169 
電話︓０７７４－３９－７１６３（担当︓北野・川原） 


